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排水設備工事の助成制度 
 
　低所得者補助制度 
補助限度額　７万円 
　市民税の所得割非課税世帯で、市が実
施している医療助成対象者または老人医
療受給者がおられる世帯などを対象とす
る制度です。 

　融資あっせん制度 
融資限度額　100万円 
利率　年２.９％ 
償還期間　60か月以内 

※いずれも市税・下水道事業受益者負担
金を滞納していないことなどの条件が
あります。 

 

◆
受
益
者
負
担
金 

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
の
土
地
所
有
者
や
権
利
者
の
皆

さ
ん
に
、
公
共
下
水
道
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。 

 

◆
下
水
道
使
用
料 

　
公
共
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理

費
と
し
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

使
用
水
量
に
応
じ
て
負
担
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。 

︻
彦
根
市
の
公
共
下
水
道
使
用
料
金
︼ 

（
２
か
月
当
た
り
） 

           

◆
宅
地
内
排
水
設
備
工
事 

　
公
共
下
水
道
が
供
用
さ
れ
る
と
、

原
則
と
し
て
３
年
以
内
に
排
水
設

備
工
事
（
下
図
参
照
）
を
し
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
基
準

に
合
っ
た
工
事
を
す
る
た
め
、
必

ず
彦
根
市
指
定
下
水
道
工
事
店
で

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
排
水
設
備
は
、
個
人
の
敷
地
内
に
設
置
し
、
家
庭
か
ら
出

る
台
所
、
ふ
ろ
、
洗
濯
、
水
洗
便
所
な
ど
の
汚
水
を
直
接
公

共
下
水
道
に
流
す
た
め
の
汚
水
管
や
汚
水
ま
す
な
ど
の
こ
と

で
す
。
個
人
で
設
置
し
、
補
修
や
点
検
な
ど
の
管
理
も
各
自

で
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　地域の皆さんに、下水道の役
割や仕組みについて理解を深め
ていただくため、「2002　下水
道フェア」を開催します。 
　楽しい催しがいっぱいですの
で、秋の１日をご家族やお友達
とゆっくり楽しんでください。 

日時　10月26日㈯　10：00～16：00 
場所　東北部浄化センター（松原町）
雨水調整広場＝同センター導入路
（陸橋）南側の県道とＪＲにはさま
れた部分 
内容　キャラクターショー、ビンゴ
大会、ファファコーナー、風船配
布、各種模擬店、アトラクション、
施設見学会　など 
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下
水
道
を
建
設
す
る
工
事
は
、
現
場
の
状
況

に
合
わ
せ
て
、
も
っ
と
も
効
率
の
よ
い
方
法
で

行
わ
れ
ま
す
。 

　
左
の
写
真
は
、
肥
田
町
で
施
工
し
て
い
る
工

事
の
現
場
で
す
。
６
ⅿ
以
上
の
深
さ
に
下
水
管

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
１
か
所

に
深
さ
６
・
５
ⅿ
の
穴
を
掘
っ
て
下
水
管
を
下

ろ
し
、
横
か
ら
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
て
押
し

込
み
ま
す
。
だ
か
ら
、
深
い
穴
を
た
く
さ
ん
掘

ら
ず
に
、
何
百
ⅿ
も
設
置
で
き
る
の
で
す
。 
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﹁
今
年
の
夏
は
非
常
に
暑
か
っ
た
で

す
が
、
も
と
も
と
暑
い
の
は
平
気
な

方
で
、
体
調
を
崩
す
こ
と
も
な
く
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。﹂

﹁
カ
ボ
チ
ャ
の
煮
付
け
な
ど
が
好
き

で
、
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

焼
き
肉
や
エ
ビ
フ
ラ
イ
も
好
き
で
す

が
、
体
の
こ
と
を
考
え
て
、
食
べ
る

の
は
少
し
だ
け
に
し
て
い
ま
す
。﹂
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次回のこの欄に登場するのは、あなたかも？

身近なニュース、まちの話題などをお知らせください

市情報政策課広報係☎22-1411（内線431）

マイク＆カメラ　市民インタビュー室

・・・・・
・・

・・・・・
・・

・・・・・
・・
・

・・・・・
・・

・・・・
・・ ・・・・
・ ・・・・

　
大
蔵
流
の
狂
言
師
で
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定

保
持
者
の
木
村
正
雄
先
生
が
、
芹
川
を
テ
ー
マ
に
創

作
狂
言
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
芹
川
の
け
や
き
の
精
が
、

芹
川
へ
の
思
い
を
語
る
と
い
う
内
容
で
す
。
11
月
16

日
に
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

で
上
演
さ
れ
ま
す
。
演
じ
る
の
は
、
私
た
ち
金
城
小

の
小
学
生
11
人
な
ど
で
す
。
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
練

習
す
る
と
き
に
は
、
木
村
先
生
が
毎
回
京
都
か
ら
教

え
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

　
創
作
狂
言
「
芹
川
」
の
上
演
は
、
県
内
で
活
動
す

る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
セ
ブ
ン
ド
ロ
ッ
プ
ス
」
が
環
境

問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意

識
を
変
え
て
い
く
た
め
に
企
画
し
ま
し
た
。
初
め
て

練
習
で
集
ま
っ
た
と
き
に
は
、
実
際
に
芹
川
を
見
て

回
り
ま
し
た
が
、
タ
ン
ス
や
テ
レ
ビ
が
捨
て
て
あ
る

の
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
人
が
捨
て

て
る
の
か
、
不
思
議
に
思
い
ま
す
。 

　
狂
言
で
は
、
せ
り
ふ
を
言
っ
た
り
、
踊
り
を
踊
っ

た
り
し
ま
す
。
何
を
す
る
の
も
、
心
を
込
め
て
や
ら

な
い
と
見
て
い
る
人
に
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
一
生
懸

命
練
習
し
て
い
ま
す
。 

　
創
作
狂
言
「
芹
川
」
は
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
に
な

る
内
容
な
の
で
、
小
学
生
の
人
に
た
く
さ
ん
見
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
突
然
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
大
き
な
役
割

を
果
た
す
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
人
々
の
助

け
合
い
で
す
。
け
れ
ど
も
、
混
乱
し
た
状
況
の
な
か
で
、

集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
機
能
す
る
の
は
、
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
「
ひ
こ
ね
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
、
そ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
立
場
で
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
、
と
昨
年
５
月
に
１
０
０
人
の
会
員

を
集
め
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仮
設
ト
イ
レ
を

設
営
し
た
り
、
非
常
食
を
調
理
す
る
「
避
難
所
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
や
会
報
発
行
な
ど
の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
９
月
１
日
に
は
、
行
政
と
の
連
携
を
さ
ら
に
図
る
た
め
、

滋
賀
県
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
県
や
市
な
ど

が
中
心
と
な
っ
た
大
が
か
り
な
訓
練
の
な
か
で
、
災
害
対

策
本
部
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
」を
設
置
し
、
被
災
状

況
や
避
難
所
な
ど
の
状
況
を
確
認
す
る
訓
練
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
に
な
っ
た
鳥
居
本
小
学
校
で
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
付
や
、
輸
送
さ
れ
て
き
た
物
資
を
搬
入
し
た

り
と
い
っ
た
訓
練
を
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
さ
ら
に
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
彦
根
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
☎
◯23
１
６
４
６
番 

うた
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第12回　独立記念日 
 
　彦根の皆さん、こんにちは！ 
　夏休みも終わり、最近の彦根の気候は、私の出身地で
あるサン・パウロ市の気候にとても似ているように思い
ます。それだけでなく、最近の私は、日本のいろんなこ
とがブラジルに似ていると感じるようになってきました。
例えば、蒸し暑い日は、アマゾン地方の雨季の湿度と同
じだし、冬になると、気温がかなり違っているけれど、
ブラジリアのように乾燥しているなぁと思ったりします。
ですが、花見と紅葉はブラジルにはありませんので、日
本にいる間にじゅうぶん楽しみたいと思っています。 
 
◆植民地として始まったブラジル 
　さて、９月７日はブラジルの独立記念日でした。今回
はブラジルの独立についての話を紹介したいと思います。 
　1500年、インドに向かって航海をしていたペドロ・
アルバレス・カブラウというポルトガル人が、ブラジル
を「発見」しました。当時ポルトガルとスペインが結ん
でいた条約により、ブラジルはポルトガルの植民地にな
りました。「発見」というものの、そこには以前からイ
ンディオスと呼ばれる人々が暮らしていました。インカ
やアステカと違い、彼らは小さな集団で生活していて、
大きな戦いをしたことがありませんでした。現在でも、
多くのインディオスたちが、アマゾン地方などの都会か
ら離れたところで、180以上もあるそれぞれの言語や、
独自の文化を守って生活しています。 
　植民地となっている300年の間に、ブラジルは独自の
文化、社会を持つようになり、ポルトガルよりも資源の
豊かな、強い国に成長していきます。けれども、ブラジ
ルの産み出す金やダイヤ、さとうきびやコーヒーなどの
利益は、ポルトガル人によって持ち去られ、ブラジル人
の手にはほとんど残らなかったそうです。そのため、ブ
ラジルの各地方では独立の気運が湧きあがり、単発的な
暴動が何度も起こるようになりました。 
 
◆流血なく共和制へ 
　ブラジルがポルトガル王国から独立したのは、1822
年９月７日のことです。世界のどの国でも独立への戦い
は激しいものになることが多いようですが、ブラジルで
は大きな戦争もなく、ほとんど交渉だけで解決しました。 
　そして1889年には、またも血を流すことなく、帝国
から共和国となります。日本では明治維新が起こり、鎖

国政策をやめて、世界のたくさんの国々と交流を始めた
ころです。 
 
◆９月７日にはパレード！ 
　９月７日は、独立記念日として国の祝日になっています。
この日には、国中のいたるところでパレードが開催され
ます。私は子どものころに、サンパウロのとても大きな
パレードを見たことがあります。警察、消防団、軍隊の
人たちが、パトカーや消防車、戦車といっしょに行進し
ていたり、学生たちがそれぞれの学校の制服で参加して
いたりしました。もちろん、一般市民も参加していたの
ですが、移民でできた国・ブラジルですから、世界の色々
な国からやってきた人々の子孫が、先祖の国の衣服を着
てパレードに彩りを加えていました。参加していた人の
数は、何千人か、何万人か想像もつきません。まるで、
ブラジルの社会そのものが、次々と目の前を通り過ぎて
いくようでした。 
　私も、住んでい
た区のパレードに
参加したことがあ
ります。私は日系
人ですから、浴衣
を着て出ました。
200人ぐらいの
小さなパレードで
すが、沿道ではた
くさんの人が見て
くれて、子ども心
にもとてもわくわ
くしました。 
“Parada de 7 de 

setembro”（９月７
日のパレード）は、
幼かった私にはす 
ごく楽しみなイベントでした。 
 
 
　　　ポルトガル語・最初の一歩 
 　　今回は、ポルトガル語のあいさつを紹介します。 

obrigado　ありがとう　 
De nada　どういたしまして 
Bom dia　おはようございます 
Boa tarde　こんにちは（Boa noite　こんばんは） 
Boa viagem　よい旅行を 
Como vai?　お元気ですか？ 
Bem obrigado　元気です。ありがとう 
E voc�?　あなたは？ 
 
 

　Ate’ o mes que vem! 　また来月お会いしましょう！ 
（彦根市国際交流員　上甲イウカ）

（olá［オラ］＝ポルトガル語で「こんにちは」）

パレードに参加する準備のできた
5歳の私と3歳の弟カイオ

アテ

オブリガード

オブリガード

ナーダデ

タルデボア ノイテボア

ヂーアボア

ヴィアージェンボア

ヴァイコモ

ベン

ヴォセエ

じょうこう

もみじ

オ メス ケ ベン

わ
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か
っ

こ

そ
で

ば
ん

や

か
わ
ら

か
み
し
も ち

ゅ
う
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　この宝くじの収益金は、県内の

売上実績により配分され、㈶滋賀

県市町村振興協会を通じて、市町

村の災害対策や明るく住みよいま

ちづくりに使われます。

　宝くじは、県内の宝くじ売り場

でお買い求めください。
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チケット発売情報 

自由 

う
ち

ほ
り

く
る

う
ち

ま
ち

わ

せ
き
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幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、安清、芹、野田
山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地） 
松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、
平田（大沢）、西今（松田団地） 
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、
本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目 
山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、
中央（第１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、
芹橋二丁目 
幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、西今（松田団地を除く）、
開出今団地（第３部）、八坂北、三津 
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、中藪一丁目、中
藪二丁目、中藪、長曽根南、西今（松田団地を除く）、宇尾、三
津屋、海瀬、肥田（西肥田） 
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・３部）、平田（大
沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、野瀬、須越、肥田（西
肥田） 
後三条（下）、立花、金亀、尾末、平田（大沢を除く）、野瀬、開
出今、須越、金沢（金沢団地） 
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、平田（大沢を除く）、
野瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地） 

1日㈫
 

2日㈬
 

3日㈭
 

4日㈮

7日㈪
 
 

8日㈫
 
 

9日㈬

10日㈭

11日㈮

※４月から、一部の区域で収集順を変更しています。収集予定日が３月までと大 
　幅に異なる場合もありますので、この表で確認くださるようお願いします。 
※臨時の収集については、早めにお申し込みください。 
　（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日に実施します。） 
※収集の状況によって、収集日が３日程度前後することがありますが、ご了承ください。 

10月前半 

日・曜日 時　間 駐 車 場  

２日㈬
太 平 団 地  
東 山 会 館  
湖 上 平 団 地 中 央 部  

1 3：20 
1 4：1 0 
1 5：00

３日㈭
葛 籠 町 公 民 館  
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー  
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟  

1 3：30 
1 4：20 
1 5：1 0

４日㈮
清 崎 町 ば ん ば  
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前  
河 瀬 地 区 公 民 館  

1 3：20 
1 4：1 0 
1 5：00

８日㈫
多 景 保 育 園 横  
長 曽 根 町  
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部  

1 3：20 
1 4：1 0 
1 5：00

９日㈬
楡 公 民 館  
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ  
広 野 会 館  

1 3：30 
1 4：20 
1 5：1 0  

11日㈮
農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー  
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所  
オ ー ミ 緑 化 造 園  

1 3：20 
1 4：1 0 
1 5：00

１日㈫

宮 田 町 山 田 神 社  
農 協 鳥 居 本 支 店  
鳥 居 本 高 根 団 地  
小 野 こ ま ち 会 館  

1 1：00 
1 3：20 
1 4：1 0 
1 5：00

10日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館  
小泉町百貨卸センター駐車場（東側） 
東 沼 波 町 秋 葉 神 社  
旭 森 地 区 公 民 館  

1 1：00 
1 3：20 
1 4：1 0 
1 5：00

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。 

図 書 館 休 館 日  
10月前半 

図書館やたちばな号の利用は無料です。 

7日（月）、14日（月・祝） 

10月前半 

相　談
???
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増
え
て
い
る
肝
が
ん 

　
日
本
全
国
で
肝
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

こ
の
25
年
間
で
３
倍
に
増
え
、
今
で
は
年
間

死
亡
者
数
は
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
が
ん
死
亡
順
位
の
第
３
位
を
占
め
て

い
ま
す
。 

　
肝
が
ん
の
90
〜
95
％
に
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
の
肝
が
ん
は
、
肝
が

ん
全
体
の
10
〜
15
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
肝
が
ん
は
75
〜
80

％
と
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

肝
が
ん
の
予
防
は 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
こ
と 

　
し
た
が
っ
て
、
肝
が
ん
の
予
防
に
は
、
ま

ず
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
こ
と
が
最

重
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ

れ
て
い
な
い
こ
ろ
は
、
輸
血
な
ど
で
感
染
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
は
血

液
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
の
で
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
人
の
歯
ブ
ラ
シ
や
ひ

げ
そ
り
（
血
液
が
つ
い
て
い
る
可
能
性
の
あ

る
も
の
）
を
共
有
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
社
会
の
影
で
行
わ
れ
て
い
る

　か
く
せ
い
ざ
い
　

覚
醒
剤
の

ま
わ
し
打
ち
や
、
入
れ
墨
・
は
り
治
療
で
器

具
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
消
毒
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

は
り
治
療
は
自
分
専
用
の
針
や
使
い
捨
て
の

針
を
使
え
ば
、
ま
っ
た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
極
め
て
少
数
で
す
が
、
性
行
為
に
よ

っ
て
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
特

定
多
数
の
異
性
と
交
渉
し
な
い
こ
と
や
、
コ

ン
ド
ー
ム
を
装
着
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
予

防
で
き
ま
す
。 

　
一
般
の
日
常
生
活
で
は
ま
っ
た
く
感
染
し

ま
せ
ん
の
で
、
よ
け
い
な
心
配
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

 

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が 

何
よ
り
も
重
要 

　
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
こ
と
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
や
職
場
が
実
施

す
る
健
診
を
受
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
場

合
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
が
有
効
な
場

合
が
多
い
の
で
、
医
療
機
関
に
受
診
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
た
と
え
こ
の
治
療
で
ウ
イ

ル
ス
が
消
え
な
く
て
も
、
発
が
ん
率
は
低
下

し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
肝　

ひ
　
ご
　

庇
護
剤
（
強
力
ネ
オ
ミ
ノ
フ

ァ
ー
ゲ
ン
Ｃ
、
ウ
ル
ソ
、

し
ょ
う
さ
い

こ

と
う
　

小
柴
胡
湯
）
な
ど

で
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
肝
細
胞
が
こ
わ
れ
る

と
血
液
中
に
流
れ
出
し
て
く
る
酵
素
）
の
値

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
発
が
ん

を
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
も
し
肝
が
ん
が
で
き
た
と
し
て

も
、
早
く
見
つ
け
て
早
く
治
療
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
治
療
の
選
択
の
幅
も
大
き

く
、
長
期
生
存
が
期
待
で
き
ま
す
。
決
し
て

放
置
す
る
こ
と
な
く
、
担
当
医
の
す
す
め
に

従
っ
て
定
期
的
な
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

▼
来
月
の
テ
ー
マ
は
﹁
食
品
衛
生
︵
表
示
・
添
加
物
︶﹂
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表紙では、「住みたい 住み続けたいま
ち」彦根の表情を写真で紹介しています。
写真をお持ちでない場合は、 情報政策
課広報係で撮影します。☎22-1411（内
線431）へ気軽に連絡してください。

青木さん（安食中町のバス停で）

表
紙
の
こ
と
ば

青
木
喜き

徳と
く

郎ろ
う

さ
ん
︵
安
食
中
町
︶

長
年
の
夢
が
か
な
い
ま
し
た
。
私
た
ち

の
地
域
に
、
初
め
て
バ
ス
が
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
復
古
調
の
バ
ス
が
農
村
地

帯
を
行
く
の
は
、
本
当
に
い
い
で
す
ね
。

旧
亀
山
村
が
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
彦

根
市
と
合
併
し
て
か
ら
、
実
に
46
年
目
の

こ
と
な
の
で
す
。
亀
山
村
議
会
議
長
で
あ

っ
た
私
の
伯
父
は
、
彦
根
市
へ
の
合
併
の

際
、
苦
労
を
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
泉
下

の
伯
父
が
苦
笑
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

う
れ
し
く
て
、
私
と
妻
は
７
月
１
日
６

時
54
分
の
一
番
バ
ス
に
初
乗
り
し
ま
し
た
。

乗
客
は
私
た
ち
２
人
だ
け
で
し
た
。

大
人
１
人
２
０
０
円
で
、
新
市
立
病
院

ま
で
乗
れ
ま
す
。
河
瀬
駅
や
南
彦
根
駅
、

ビ
バ
シ
テ
ィ
な
ど
へ
行
く
の
に
ず
い
ぶ
ん

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
や
文
化
プ
ラ
ザ
も
経
由
す
る
の
で
、
こ

の
バ
ス
路
線
は
福
祉
や
文
化
に
も
大
い
に

貢
献
す
る
と
思
い
ま
す
。

発行：彦根市役所　〒522-8501  滋賀県彦根市元町4番2号 ☎0749-22-1411㈹ FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　●1日・15日発行 「広報ひこね」は、 再生紙を使用しています。

彦根市ホームページ http://www.city.hikone.shiga.jp/

　今年は、中山道に宿駅制度が制定されて400年の記念の年です。

　市域には中山道の宿場、鳥居本・高宮があり、二つの宿から彦根

城下へは「彦根道」と呼ばれる脇街道が通じていました。二つの街

道がつながる地点が城下の伝馬町で、問屋場という物資輸送の拠点

があったため「彦根宿」とも呼ばれていました。

　彦根城博物館では、近江中山道400年記念展「彦根と鳥居本・
高宮－城下町の玄関口－」（９月20日㈮〜10月22日㈫）を開催してこ

れら三宿の歴史を紹介するほか、それぞれの宿場の地元でも次のと

おり企画展示を開きます。３会場とも入場は無料です。

問い合わせ先　彦根城博物館史料課☎22-6100、FAX22-6520

鳥居本会場 
「資料と写真でたどる　ふるさと鳥居本」 
　日　時　９月21日㈯～10月20日㈰（土・日曜日、
　　　　祝日のみ開館）9：30～15：00 
　場　所　ふるさと鳥居本資料館（旧自治会館） 
　内　容　鳥居本の旧家に伝わった資料や昔のおも
　　　　かげを残す写真でふるさと鳥居本を紹介 

高宮会場 
「ふれあいの館　中山道400年記念展　中山道の道標」 
　日　時　９月21日㈯～11月24日㈰（月・火曜日は
　　　　休館）10：00～15：00 
　場　所　中山道高宮宿ふれあいの館 
　内　容　今に残る街道沿いの道標の写真と高宮の
　　　　歴史を紹介する資料を展示 

伝馬町会場 
「彦根・歴史のおもかげ－宿場・彦根道・城下町－」 
　日　時　９月21日㈯～10月６日㈰（会期中無休） 
　　　　　10：00～18：00 
　場　所　中央町ギャラリー（伏見屋ビル１階） 
　内　容　昭和30年代に彦根の街角の風景を描いた
　　　　上田道三さんの作品と城下の古い写真を展示 

みち ぞう

○〒郵便局

信用金庫○

中央町ギャラリー● 卍

卍

俳
遊
館
●

至無賃橋

中
山
道

至高宮郵便局

ふれあいの館●

歯科医院○

卍

○鮮魚店

○ＪＡ

ふるさと鳥居本　
資料館●

○駐在所

至

鳥
居
本
小

中
山
道

国
道
８
号

てん ま


